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《本号の表紙絵》

十返舎一九『疱瘡請負輕口ばなし（ほうそううけおいかるくちばなし）』より

（東京大学総合図書館所蔵）

同書は，十返舎一九（1765（明和 2）年～1831（天保 2）年）により 1803（享和 3）年に

書かれた紅摺（あかずり）疱瘡絵本である．江戸時代に蔓延していた天然痘（疱瘡・痘瘡）

は，免疫のない幼児が特に多くかかる病気であり，疱瘡除けになるとされた赤で着色され

た子ども向けの玩具などが多く作られ，罹患時には周囲を全て赤色にした．香月牛山『小

児必用養育草』（1703（元禄 16）年）には「屏風，衣桁に赤き衣類をかけ，そのちごにも赤

き衣類を着せしめ，看病人もみな赤き衣類を着るべし．痘の色は赤きを好しとする故なる

べし」と書かれている．疱瘡絵も赤色のみの木版印刷であり，病魔を避けようという願い

を込めた文言が添えられ，源為朝・鍾馗・桃太郎・金太郎・達摩・みみずくなどが描かれ

たものが多かった．
（松村　紀明）


